
今後の総合計画に関する方向性について

⚫ 本市では、第６次小田原市総合計画「2030ロードマップ1.0」（令和４年度～）に基づ
き、将来都市像「世界が憧れるまち“小田原”」の実現を目指して各種取組を推進して
きた

⚫ 令和６年５月の市長交代に伴い、所信表明に示された目指すべき地域社会像が、現総合
計画の将来都市像と異なることから、新たな総合計画を策定することとする

⚫ 今後策定する新たな総合計画も、「基本構想」と「実行計画」の２層構造とする予定

⚫ まずは、まちづくりの理念や目指すまちの姿、まちづくりの目標等を示す「基本構想」
を今年度末までに先行して策定する

令和６年度 令和７年度 令和８年度～

【基本構想】

【実行計画】

現基本構想

新たな基本構想○新基本構想の策定

第６次小田原市総合計画 第１期実行計画

○令和７年度実行計画の策定
令和７年度実行計画

○第１期実行計画の策定
第１期実行計画
（令和８～令和10年度）

⚫ 「小田原市基本構想行政案」で示している、本市が今後目指す方向性や将来都市像について総合計画審議会に審議
いただきたい。「第１期実行計画」についても、来年度、改めて諮問する予定。

⚫ なお、小田原市基本構想行政案については、10月15日（火）～11月13日（水）の期間で市民意見募集（パブリック
コメント）を募集している。
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